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配当金のお支払について
　第120期期末配当金は、同封の「第120期（2025
年4月1日から2026年3月31日まで）期末配当金領収
証」により、お受取りください。
　また、銀行振込みをご指定の方は、同封の「第120
期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）期末配
当金計算書」及び「配当金振込先ご確認のご案内」の
とおり、振込み手続きをいたしましたので、ご確認を
お願いいたします。
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遠田 比呂志代表取締役　社長執行役員
最高執行責任者（COO）

　損益面につきましては、塗料関連事業における売上高の
減少により、営業利益は40億4百万円（前期比10.1%減）
となりました。経常利益は、持分法による投資利益の増加
等により68億3千4百万円（前期比1.9%増）、親会社株主に
帰属する当期純利益は、固定資産売却益・投資有価証券売
却益の計上等により52億4千4百万円（前期比6.1%増）と
なりました。

　株主の皆様には格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　当社グループは、2026年３月期を初年度とする中期経営計画に基づき、「変革と挑戦」
をテーマに、事業構造改革や生産性向上、新技術・新製品開発等を推進し、収益基盤の強
化と企業価値向上に取り組んでまいりました。2029年６月の創立100周年を見据え、持
続的成長に向けた経営基盤の強化を進めるとともに、資本効率を意識した経営と株主還元
の充実にも努めております。
　ここに、当社グループ第120期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）の営業
の概況をご報告申しあげますので、ご高覧ください。

　当社グループは、中期経営計画の基本戦略に掲げる収益
基盤の強化、新技術・新製品開発、サステナビリティ経営
の推進等に引き続き注力し、企業価値向上に努めてまいり
ました。
　当連結会計年度における売上高は、主に塗料関連事業の
減収により618億8千9百万円（前期比6.3%減）となりま
した。

売上高� 単位：百万円

61,889百万円
経常利益� 単位：百万円

6,834百万円
ROE� 単位：％

8.9％

ご挨拶
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当期の業績
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その他（保険代理業）

自動車製品関連事業塗料関連事業

・�請負工事は、前期の大規模改修工事の反動減により減収。防水材
は販売減となった一方、塗り床材、内外装用塗料、航空機用塗料
は堅調に推移。

・�請負工事減少の影響により減益。

・�121期は、重点領域の販売拡大により増収を見込む一方、原材料
価格・人件費上昇により減益見通し。

・�中国を中心としたアジア地域での自動車生産調整の影響を受けた
ものの、国内市場および北米市場が堅調に推移し増収。

・�新製品開発や生産合理化投資等の費用増加により減益。

・�121期は、生産台数増加や新規車種への部品採用により増収増益
見通し。

売上高

19,311百万円

売上高 16百万円

売上高

42,561百万円

セグメント利益

566百万円

セグメント利益 9百万円

セグメント利益

3,429百万円

高弾性防水外壁塗材「ハイプルーフ」

ウレタン塗膜防水材「プルーフロン」シリーズ塗り床材「ユータック」シリーズ

航空機用塗料「スカイハロー」シリーズ

塗布型制振材

吸音ホイール ハウスライナー

フロアカーペット（防音材）

119期 120期 121期

19,311
23,722 20,400

（計画） 42,56142,321

119期 120期 121期

46,000
（計画）

3,4293,493

119期 120期 121期

3,700
（計画）

566

953

119期 120期 121期

350
（計画）

当 期 の 業 績 ・ 今 後 の 見 通 し 当 期 の 業 績 ・ 今 後 の 見 通 し

RIETER ULTRA LIGHT TM（※）

※「 RIETER ULTRA LIGHT TM」は
Autoneum Management AGの登録商標です
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セグメント別事業概況
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事業領域の拡大と収益基盤強化
Phase02

新中期経営計画
2026/3期～2030/3期

売上高

営業利益

営業利益率

ROE

800億円

7.6％

10.0％以上

61億円

新規事業の育成・拡大で新たなステージへ

Phase03

当社の目指す姿
2031/3期～2035/3期

2035年3月期の売上1,000億円を
目標に掲げ、新規事業の育成や
既存事業の拡大を通して、

持続的な成長と企業価値向上を図る

前中期経営計画
2022/3期～2025/3期

Phase01
達 成

Phase01 Phase02 Phase03

　中期経営計画では、事業領域の拡大を進めながら、2030年3月期に売上高800億円・ROE10.0%の実現を目指します。

主要事業別に４つの事業戦略の内容をご紹介します。

 中期経営計画の詳しい内容は日本特殊塗料ホームページからご覧ください。

塗り床材の売上拡大・防水材の収益性改善など「稼ぐ力」を強化、育成事業の創出塗料

高リサイクル部品・意匠部品を新たにポートフォリオに追加自動車製品

製品ポートフォリオの最適化⽅針1

首都圏・東日本エリアの営業力強化、直接営業・新規チャネル開拓による市場深耕塗料

技術提携先・海外JV（ジョイントベンチャー）との連携強化自動車製品

販売機会の最大化⽅針2

垂直統合型のバリューチェーン（研究開発 → 原材料調達 → 製造 → 販売）の構築塗料

省人化・省スペース・省エネで生産性２倍、CO₂の30％削減を実現する汎用ライン構築自動車製品

生産性の抜本的改善⽅針3

高付加価値製品の開発（2030年3月期営業利益率５％以上を目指す）塗料

NV（Noise Vibrationの略で騒音・振動のこと）技術力を生かした新製品開発自動車製品

技術力の革新⽅針4

3

中期経営計画の概要
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▶ �半導体・データセンター関連需要を背景に、塗り床材等の高
機能製品販売が拡大し、製品ポートフォリオ最適化が進展。

▶ �首都圏営業強化や展示会活用等により、販売機会最大化を
推進。

▶ �原材料調達見直しや高機能製品開発を進め、生産性改善と
技術力強化を推進。

▶ �NV技術を活用した高機能製品開発を進め、軽量化・EV
化ニーズ対応を強化。

▶ ��国内自動車メーカーとの取引基盤を活かし、北米・東南ア
ジア・インドで販売拡大を推進。

▶ �原材料調達見直しや生産ライン改革により、生産性改善と
収益力強化が進展。

▶ �シニア人材活用や経験者採用強化、タレントマネジメント
システム活用を通じ、人材基盤を強化。

▶ �2026年4月より全社員を対象とした株式報酬制度を導入
し、従業員エンゲージメント向上を推進。

▶ �社外取締役比率見直しや取締役会評価プロセス見直し等
により、コーポレートガバナンス強化を推進。

▶ �2026年3月期は、年間125円配当に加え、総額10.2億
円の自己株式取得を実施。

▶ �中期経営計画初年度において、目標総還元性向70%を
達成。

▶ �2027年3月期は、前期比5円増となる1株当たり130円配
当を計画。

塗料関連事業

自動車製品関連事業

ESG・人的資本戦略

株主還元方針

4

中期経営計画の進捗
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 連結貸借対照表� （単位：百万円）  連結損益計算書� （単位：百万円）

 連結株主資本等変動計算書  2025年4月1日から2026年3月31日まで� （単位：百万円）

科　　　　　目 当期
2026年3月31日現在

前期
2025年3月31日現在

資産の部
流動資産 37,410 38,327
固定資産 47,964 46,916
　有形固定資産 21,383 21,399
　無形固定資産 1,215 1,292
　投資その他の資産 25,365 24,224
資産合計 85,375 85,243

負債の部
流動負債 13,898 16,122
固定負債 4,453 5,006
負債合計 18,352 21,129

純資産の部
株主資本 48,422 46,531
　資本金 4,753 4,753
　資本剰余金 4,510 4,217
　利益剰余金 41,557 38,658
　自己株式 △ 2,398 △ 1,097
その他の包括利益累計額 11,809 10,926
非支配株主持分 6,791 6,656
純資産合計 67,023 64,114
負債・純資産合計 85,375 85,243

科　　　　　目
当期

2025年4月 1 日から
2026年3月31日まで

前期
2024年4月 1 日から
2025年3月31日まで

売上高 61,889 66,060
　売上原価 47,295 51,587
売上総利益 14,593 14,473
　販売費及び一般管理費 10,588 10,016
営業利益 4,004 4,456
　営業外収益 3,131 2,349
　営業外費用 301 97
経常利益 6,834 6,709
　特別利益 922 269
　特別損失 396 57
税金等調整前当期純利益 7,360 6,921
　法人税、住民税及び事業税 1,627 1,437
　法人税等調整額 △ 57 △ 22
　法人税等還付税額 － △ 16
当期純利益 5,790 5,524
非支配株主に帰属する当期純利益 545 581
親会社株主に帰属する当期純利益 5,244 4,942

残高及び変動事由
株主資本 その他の包括利益累計額 非 支 配

株主持分 純資産合計資　本　金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合　　計

その他有価証券
評 価 差 額 金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当期首残高 4,753 4,217 38,658 △ 1,097 46,531 5,302 5,011 612 10,926 6,656 64,114
当期変動額
剰余金の配当 △ 2,578 △ 2,578 － △ 2,578
親会社株主に帰属する当期純利益 5,244 5,244 － 5,244
自己株式の取得 △ 1,019 △ 1,019 － △ 1,019
自己株式の処分 8 3 11 － 11
株式給付信託による自己株式の取得 284 152 436 － 436
株式給付信託に対する自己株式の処分 △ 436 △ 436 － △ 436
連結子会社等の増加に伴う利益剰余金の増加額 233 233 － 233
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － 561 19 302 883 135 1,018

当期変動額合計 － 292 2,899 △ 1,301 1,890 561 19 302 883 135 2,909
当期末残高 4,753 4,510 41,557 △ 2,398 48,422 5,863 5,031 915 11,809 6,791 67,023

 連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科　　　　　目
当期

2025年4月 1 日から
2026年3月31日まで

前期
2024年4月 1 日から
2025年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,419 3,119
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,191 △ 1,237
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 4,770 △ 2,037
現金及び現金同等物に係る換算差額 104 303
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 3,437 147
現金及び現金同等物の期首残高 16,024 15,876
現金及び現金同等物の期末残高 12,586 16,024

5

連結財務諸表
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　2026年３月放送のテレビ東京系列「知られざるガリ
バー～エクセレントカンパニーファイル～」において、当
社が紹介されました。
　番組では、自動車用防音材事業を中心に、設計・開
発から生産現場までのものづくりの様子や、防音・防振
技術、超撥水塗料などの技術・製品について取り上げ

られました。また、1929年の創立以来、航空機用塗
料の開発を原点に事業を展開してきた当社の歩みにつ
いても紹介されています。
　普段目にする機会の少ない当社の製品や技術、もの
づくりに取り組む現場の様子などをご覧いただける内容
となっております。

テレビ東京「知られざるガリバー」にて当社が紹介されました

商 号 日本特殊塗料株式会社
英 文 社 名 Nihon Tokushu Toryo Co., Ltd.
創 業 年 月 日 1929年6月1日
資 本 金 4,753百万円
上 場 市 場 スタンダード市場
従 業 員 数 連結1,079名（440名*）

＊（　）内人員は臨時従業員の外数です。

本 社 所 在 地 東京都北区王子三丁目23番2号
拠 点 国内6工場

子会社・関連会社21社
海外（�米国・中国・タイ・インド・�

インドネシア等）

 会社概要（2026年3月31日現在）
取 締 役 会 長
最高経営責任者（CEO） 田 谷 　 純
代 表 取 締 役
社長執行役員
最高執行責任者（COO）

遠 田 比 呂 志

取 締 役
専務執行役員 鈴 木 裕 史

取 締 役
専務執行役員 中 村 　 信

社 外 取 締 役 矢 部 耕 三

社 外 取 締 役 浅 香 衣 世

社 外 取 締 役 髙 取 芳 宏

専務執行役員 山 口 久 弥
常務執行役員
最高財務責任者（CFO） 力 武 洋 介
執 行 役 員 廣 瀬 茂 雄
執 行 役 員 土 屋 信 博
執 行 役 員 野 見 高 司
執 行 役 員 石 田 敦 英
執 行 役 員 中 嶋 　 剛
常 勤 監 査 役 川 名 宏 一
社 外 監 査 役 高 橋 善 樹
社 外 監 査 役 松 藤 　 斉

 経営体制（2026年6月23日現在）

TOPICS トピックス

6

会社概要等
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～省エネ・遮熱塗料での改修例～

■塗料事業本部

■本　　　　社

・パラサーモシリーズ
屋根用省エネ・遮熱塗料

・プルーフロンGRトップ遮熱
・ルーフガード遮熱
・プルーフロンGRトップ遮熱
・ルーフガード遮熱

屋上・ベランダ・バルコニー用省エネ・遮熱塗料
・パラサーモ外壁用シリーズ
・NTダンネツコート
・シルビアセラティーＮ遮熱

外壁用省エネ・遮熱・断熱塗料

・ユータックシリカ遮熱
・ユータックテクノ遮熱 ONE
・ユータックシリカ遮熱
・ユータックテクノ遮熱 ONE

通路用・遮熱舗装材

改修工事予定の方をご紹介ください

ご紹介いただきました工事が成約した場合、謝礼
金として成約金額に応じて紹介料を施工業者様からお
贈りします。

〇感謝の気持ちをお贈りします

ご紹介いただきました工事予定の方には、最寄りの
安心できる「ニットク・アメニティシステム連合会」の
施工業者様をご紹介いたします。下記、塗料事業本
部の営業所一覧をご参照いただき、お気軽に最寄り
の営業所へお声掛けください。
対象は、戸建て住宅、集合住宅（マンション等）、
工場などの「内外装工事」「屋根塗装工事」「防水工
事」「塗り床工事」などです。

発 行 可 能 株 式 総 数 90,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 21,579,314株  

（自己株式2,031,886株を除く）
株 主 数 13,671名 
所 有 者 別 株 式 数 比 率

 株式の状況（2026年3月31日現在）

株　　主　　名 持株数 持株比率
百株 ％

AUTONEUM HOLDING AG 31,151 14.44 
関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社 11,177 5.18 
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 8,788 4.07 
明治安田生命保険相互会社 7,560 3.50 
株 式 会 社 中 外 7,267 3.37 
ニ ッ ト ク 親 和 会 6,549 3.04 
株 式 会 社 ヒ ロ タ ニ 5,490 2.54 
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 4,001 1.85 
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,861 1.79 
交 洋 貿 易 株 式 会 社 3,575 1.66 

（注）	�当社は自己株式 2,031,886株を保有しておりますが、上記大株
主から除いております。

	 また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

 大株主の状況（2026年3月31日現在）
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個人・その他
29.0%

 株式に関する事務手続きについて

 株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 期末配当金　毎年3月31日

中間配当金　毎年9月30日
そのほか必要があるときは予め公告して定
めた日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1─1
電話 0120─232─711（通話料無料）
郵送先 �〒137─8081　�

新東京郵便局私書箱第29号
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　https://www.nttoryo.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事
故、その他のやむを得ない事由が生じたとき
には、日本経済新聞に公告いたします）

住所変更、配当金の振込先指定、単元未満株式の買取・買増請求
その他のお問い合わせ先は、以下のとおりです。
・証券会社等の口座に記録された株式
　お取引のある証券会社等へお問い合わせください。
・特別口座に記録された株式
　�上記株主名簿管理人・三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管
理機関）へお問い合わせください。

 株主の皆様へご案内
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